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平城宮跡東院地区の発掘調査 

独立行政法人 国立文化財機構 

奈良文化財研究所 都城発掘調査部 

調 査 地：特別史跡平城宮跡東院地区 

調査期間：2017年２月６日～継続中 

調査面積：南北 38m×東西 29m＝1102m2 

 

概 要 

○今回の平城宮跡東院地区の発掘調査では、建物・塀・溝などの遺構を確認し

ました。これまでの調査で一部を検出していた建物の全容をあきらかにし、規

模を確定しました。 

○並立する可能性のある大型南北棟掘立柱建物を２棟確認しました。 

○屈曲する溝を伴う特殊な遺構を検出しました。南の調査区で検出した壇状遺

構とともに、南北に並ぶ特殊な遺構群を構成していたと考えられます。 

○周囲の調査区で既に一部を検出していた建物・塀の全容があきらかになった

ことにより、東院地区西辺北部の計画的な建物配置があきらかになりました。 

○東院地区北辺は、奈良時代末頃には建物が希薄であったことがわかりました。 

 

１． 平城宮跡東院地区の調査 

平城宮は約１km四方の東側に東西約 250m、南北約 750mの張り出し部をもち、

その南半の南北約 350mの範囲を東院地区とよんでいます（図１）。『続日本紀』

などの文献により、東院地区には皇太子の居所である東宮や天皇の宮殿がおか

れたことが知られています。また、神護景雲元年（767）に完成した「東院玉殿」

や、宝亀４年（773）に完成した光仁天皇の「楊梅宮」は、この地にあったと考

えられています。 

東院地区では、これまで南半や西辺を中心に発掘調査が進められており、前

者では庭園遺構（東院庭園）の存在が、後者では大規模な掘立柱建物群が頻繁に

建て替えられていた様子がわかってきています（図２）。2006年度以降、東院地

区西辺（以下、西辺とする。）の発掘調査を継続して実施しています。 

今回の調査では、東院地区の中枢建物群が位置していたと推定される中枢部

から西辺にかけての遺構の様相をあきらかにし、東院地区全体の空間利用の変

遷を解明することを目的として、第 481次調査区（2011年度）の東、第 503次調

査区（2012年度）の北に南北 38m、東西 29m、面積 1102m2の調査区を設定しまし

た（図２）。調査は 2017年２月６日に開始し、現在も継続中です。 
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２． 調査の成果 

１） 検出した遺構（図３） 

今回の調査で検出した遺構のうち、奈良時代の遺構は、掘立柱建物６棟、掘立

柱塀３条、溝５条、石列１条です。周辺の調査成果をふまえると、これらの遺

構は５時期に区分できます。以下では、時期別に各遺構について説明し、つづ

いて現時点では時期の特定が難しい遺構について説明します。 

 

１期の遺構（奈良時代前半） 

建物１ 調査区西部で検出した桁行 10間（長さ約 29.4m）、梁行２間（幅約 6.0m）

の大型の南北棟掘立柱建物です。柱間寸法は、桁行・梁行ともに約 3.0m（10尺）

等間です。 

建物２ 建物１の東隣、調査区のほぼ中央で新たに検出した、桁行 10間（長さ

約 29.4m）、梁行２間（幅約 5.4m）の大型の南北棟掘立柱建物です。東側には出が

約 3.3m（11尺）の廂が付属します。柱間寸法は、桁行が約 3.0m（10尺）等間、

梁行が約 2.7m（９尺）等間です。南妻柱は南の調査区北辺において既に検出され

ていました。西側柱南半は、４期の建物４西側柱柱穴と重複しているため、未

検出です。東西の柱筋が建物１と揃うこと、柱穴が２期の塀１・２の柱穴と重

複しており、２期の柱穴が新しいことから、建物１と同時期と考えられます。

建物２は、建物１の約 3.0m（10尺）東に位置します。 

石列 調査区東部でほぼ南北に延びる石列を検出しました。幅 0.5～0.7mで、

約 13m分を検出しました。北半には石は現存しませんでしたが、その抜取穴を

確認しました。石は、30～40cm大の安山岩が主に用いられています。また、20cm

大の凝灰岩も一部に見られます。南半では据付掘方が確認でき、石列本体から

東に 0.2m、西に 1.1m、全体の幅が約 2.0mと広いのが特徴です。据付掘方には、

１～２cm大の石や土器がやや多く混じります。この据付掘方が塀２の柱穴（２

期）と重複し、柱穴の方が新しいことから、この石列は１期に属すると考えられ

ます。 

 

２期の遺構（平城還都（天平 17 年、745）頃） 

建物３ 調査区西南部で検出した桁行３間（長さ約 6.0m）、梁行２間（幅約 4.2m）

の掘立柱の南北棟総柱建物です。西の調査区、南の調査区でも一部を検出して

おり、今回の調査で規模が確定しました。 

塀１・２ 調査区北部および中央で検出した平行する２条の東西掘立柱塀です。

西の調査区から続き、今回それぞれ８間分を新たに検出しました。柱間寸法は

約 3.0m（10尺）等間です。調査区のさらに東に延びています。なお、塀１・２
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は柱筋を揃えており、その間は約 13.5m（45尺）を測ります。 

３期の遺構（天平勝宝年間（749～757）頃） 

溝 １ 調査区東部で検出したＬ字状に屈曲する溝です。幅 0.2～0.4mで、南

北 8.9m分、東西 3.0m分を検出しました。北端は、１期の石列の石材が抜き取

られた後に敷かれた整地土層を掘り込んでおり、北端で西に直角に折れ曲がり

ます。また、南端でも西に屈曲していたと考えられます。 

溝 ２ 溝１と重複する、溝１より新しい溝です。東西部分は幅 0.2～0.4mで

2.8m分を、南北部分は幅 0.2m で 9.3m分を検出しました。瓦が凸面を上にして

一列に並べられています。元来は溝１と同じく、石列南端で西に屈曲し、南端

でも西に曲がっていたと考えられます。 

溝 ３ 溝２と一部が重複する、溝２より新しい南北溝です。幅 0.7～1.6mで、

13.7m分を検出しました。溝内には瓦や土器が多く見られます。溝１・２の南北

部分と平行していることから、ほぼ同時期の遺構と考えられます。南の調査区

に続いています。 

なお、溝１・２・３は、南の調査区で検出された３期の壇状遺構（SX19570）

の東辺と位置がほぼ揃います。 

 

４期の遺構（天平宝字年間（757～765）頃） 

建物４ 調査区南半中央で検出した桁行９間（長さ約 26.6m）、梁行２間（幅約 6.0m）

の南北棟掘立柱建物です。西側には出が約 3.0m（10尺）の廂が付属します。柱

間寸法は、桁行が約 3.0m（10尺）等間、梁行が約 3.0m（10尺）等間です。南の

調査区から続き、今回新たに北妻部分を検出し、規模が確定しました。掘方は

長辺 1.4～1.7m、短辺 1.2～1.5mととりわけ大きく、埋土に５～10cm大の礫が

多く混じるのが特徴です。 

建物５ 調査区西南隅で検出した東西２間（約 6.0m）、南北２間（約 6.0m）の、

掘立柱の総柱建物です。西の調査区で既に検出していましたが、今回の調査で

規模が確定しました。 

塀 ３ 調査区東辺で検出した大型の南北掘立柱塀です。柱間寸法は約 3.0m（10

尺）等間です。南の調査区で８間分を検出していましたが、今回の調査で北に７

間分延び、そこから東に折れることがわかりました。 

 

５期の遺構（天平神護・神護景雲年間（765～770）頃） 

建物６ 調査区西南部で検出した掘立柱の総柱建物です。柱の配置は３間四方

ですが、東西方向の柱間寸法が約 3.0m（10尺）等間であるのに対して、南北方

向が約 2.7m（9尺）等間とやや狭く、建物全体の平面が長方形を呈しています。

南の調査区で南半を検出しており、今回の調査で規模が確定しました。 
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６期の遺構（宝亀年間（770～780）以降） 

今回の調査では、６期に属する遺構は認められませんでした。 

 

時期不明の遺構 

 調査区東部の奈良時代の整地土が残存している箇所で検出した遺構の中には、

時期が特定できないものも含まれています。 

建物７ 調査区東辺南半で、柱穴３基を検出しました。西側にこれと組み合う

柱穴が認められないため、東側に展開する東西棟掘立柱建物の西妻部分と考え

られます。掘方が一辺 1.3～1.5mと大きいのが特徴です。 

石組溝１・２ 調査区東北隅付近で平行する東西方向の石組溝を２条検出しま

した。北の石組溝１は、高さ約 15cmの南側石列のみ 1.4m分を検出しました。

南の石組溝２は幅 0.5～0.6mで、3.3m分を検出しました。高さ約 10～15cmの北

の側石列を検出しましたが、南側では側石とその抜取穴はいずれも検出されず、

５～10cm大の礫のみ断続的に列を成している様相でした。両石組溝ともに、使

用石材は主に安山岩であり、凝灰岩は認められません。 

石組溝１では、側石列から 0.7mの位置で据付掘方南辺を検出しました（北辺

は調査区外）。また、石組溝２では、側石列から北へ 1.2m、南へ 0.4mの位置で、

幅約 2.2mの据付掘方を検出しました。据付掘方には直径１～２cm程の石や土器

がやや多く含まれています。 

なお、両石組溝の心心間の幅が約 6.0m（20尺）であることから、これらが一

連のものとして機能していた可能性も考えられます。これら石組溝の間では、

柱穴は検出されませんでした。 

これらの溝は、今回の調査区の北側・東側に続くと考えられるため、遺構全

体の規模は不明です。 

 

２） 出土遺物 

 主な出土遺物として、瓦磚類・土器類があります。瓦は軒瓦・丸瓦・平瓦が

出土しました。土器は、奈良時代の土師器・須恵器が出土しています。 

 

３）遺構の変遷（図４） 

今回の調査で検出した各遺構の変遷を整理します。 

１ 期 調査区中央に、東西の柱筋を揃えた長大な掘立柱の南北棟建物１・２

が建ちます。また、建物２の約５m東側に南北方向の石列が造られます。この石

列の東側には東院地区中枢部が広がっていたと予想されるため、これと関連し

た構造物であったとも考えられます。 
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２ 期 調査区北半に平行する東西掘立柱塀２条が造られ、調査区西南隅に小

規模な掘立柱の総柱建物（建物３、SB19525）が建てられます。 

３ 期 調査区東南部に、溝を伴う特殊な遺構の存在を確認できます。この遺

構の東辺は、南の調査区で確認された壇状遺構（SX19570）の東辺とほぼ一致し

ているため、この壇状遺構に類する遺構が南北に並んでいた可能性が考えられ

ます。 

４ 期 調査区東辺では、大型の塀３（SA19581）が南の調査区の東西掘立柱塀

（SA19336）との接続部から北に延び、調査区北半で東に曲がり、今回の調査区

からみて東側の空間を区画します。 

 一方、今回の調査区を含む塀３の西側の空間には、建物４と西の調査区で検

出した南北棟掘立柱建物（SB19350）を東西の両端として、両棟の北辺と南辺を

結んだ長方形の範囲に複数の建物が柱筋を揃えて建てられます。これらから、

南西の第 446次調査区と南の調査区において検出した東西掘立柱塀（SA19336）

を南限、塀３（SA19581）を東限とする企画性の高い空間が形成され、複数の建

物が計画的に配置されていたことが判明しました。 

５ 期 調査区南端に、掘立柱の総柱建物（建物６、SB19590）が造られます。こ

のほかに同時期の遺構は見つかっておらず、調査区北方では建物が希薄なこと

がわかりました。 

６ 期 今回の調査では、６期に属する遺構は認められませんでした。 

 

３． まとめ 

今回の東院地区の発掘調査の成果は以下の５点です。 

 

① 既知の建物群の全体を検出し、規模を確定しました。 

 今回の調査では、西の調査区および南の調査区から続く掘立柱建物５棟（建物

１・３・４・５・６）と掘立柱塀２条（塀３・４）の延長部分を検出し、全体の規

模を確定しました。 

 

② １期の長大な南北棟掘立柱建物２棟を確認しました。 

 今回の調査では、以前の調査で一部が確認されていた南北棟掘立柱建物（建物

１）の東隣に、新たな南北棟掘立柱建物（建物２）を確認しました。これらの２

棟の建物の間には約 3.0m（10尺）の間隔があります。これらの建物は柱間が揃

っていることから同時期に並立していた可能性が考えられますが、２棟の軒が

近接しているため、建て替えが行われた可能性も否定できません。 

 東院の西辺南部でも同規模の南北棟掘立柱建物が数棟見つかっており、西辺

では南北を基軸とした空間利用がされていた可能性があります。これらの建物
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の性格は、今後の調査で解明すべき課題です。 

③ ３期の溝を伴う特殊な遺構を確認しました。 

 検出された溝１・２・３から、特殊な遺構の存在が考えられます。これらの

遺構の東辺は南の調査区で確認された３期の壇状遺構（SX19570）の東辺と位置

がほぼ一致しており、南北に連なる２つの特殊な遺構群の存在が考えられます。 

 

④４期の計画的な建物配置があきらかになりました。 

 既往の調査で一部検出されていた建物と塀の全体規模が確定したことで、大

型の塀３（SA19581）と南の調査区の東西掘立柱塀（SA19336）に区切られた中枢

部より西側では、建物４（SB19585）と南北棟掘立柱建物（SB19350）を東西に配

する長方形の空間において、複数の建物が計画的に配置されていたことがわか

りました。 

 

⑤東院地区西辺北部では建物が奈良時代末頃に希薄化することを確認しました。 

 今回の調査成果から、とくに５期以降の東院地区西辺北部において、建物の

存在が希薄化した可能性を指摘できます。 

 

 これまでの調査により、東院地区西辺では総柱建物が多く検出されており、

また、今回の調査区の東側には中枢部が広がっていたことが推測されています。

これに対して、今回の調査区が位置する西辺と中枢部の間の空間では、奈良時

代を通じて南北棟建物が建てられる傾向があり、南北方向を基軸とした空間利

用が行われていたことがわかってきました。周辺における今後の調査により、

こうした空間利用の傾向をさらにあきらかにしていく必要があります。 
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図４　遺構変遷図
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